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1　は　じ　め　に

粗飼料多給型肥育によって良質赤肉生産が可能なことが

示されている。1年2作体系はそのための粗飼料の生産量

を高める方法として有効であるが，冬作物として作付され

る大麦・ライ麦は．サイレージに調製した場合，不良発酵し

やすい。また．1年2作体系では大麦・ライ麦は，夏作物

の作期の制約を受けるため適期の収穫が困難な場合がある。

著者らは1年2作体系によって生産される大麦・ライ麦

のサイレージを肥育牛に効率的に給与する技術を確立する

ために，サイレージの品質評価と肉牛への給与試験を行っ

て来た。前試験では大麦・ライ麦サイレージの給与割合に

ついて検討し，大麦，ライ麦サイレージの摂取量はトウモ

ロコシサイレージよりも劣ることを確認した。そこで本試

験では．粗飼料給与量が少なくなる肥育後期において，大

麦・ライ麦サイレージの給与が，摂取量，増体量，第一胃

液性状及び血中ケトン射こ及ぼす影響について検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試牛

2シーズン放牧した日本短角樽の去勢雄肥育素牛6頑を

2月7日　　　　　　4月25日

大　麦・ラ　イ　麦　区
牛　恥1，2，3

トウモロコシ・ソルガム区

牛　Nn4．5．6
配　合　飼　料　給　与　量

供試した。内訳は22か月齢の春産子が4頑（供試牛恥1，

2，4，5）と16か月齢の秋産子が2頑（恥3，6）である0

（2）飼料の給与

給与する粗飼料の種類によって，Nn1，2，3の大麦・

ライ麦サイレージ給与区（以下大麦・ライ麦区と略）とNn

3，4，5のトウモロコシ・ソルガムサイレージ給与区

（トウモロコシ・ソルガム区）に分け，図1に示した日程

で給与した。ライ麦は刈取り時期が異なる3種類のサイレー

ジ（A：5月30日，B：6月7日，C：5月13日）を給与

した。開始時のサイレージの給与割合は．Nm3．6はおお

よそ50％（乾物）∴仙1，2，4，5は30％とした。6月16

日以降は配合飼料の給与量を増し，また全頭ともサイレー

ジ割合を30％とした。8月19日以降10月21日まで供試牛を

順次屠殺したが，大麦・ライ麦区の恥3，トウモロコシ●

ソルガム区のNn5が，9から10月に後肢の故障により採食

量，増体が停滞したため∴仙3，5の試験を中止した。

第一胃液及び頚静脈血の採取は，おおよそ半月から1か

月毎に飼料給与開始3時間後に行った。

（3）分析

第一胃液VFA組成の分析はガスクロマトグラフィーで行っ

た。血液中のケトン体の分析は前試験2）と同様に行った。

6月16日　　　　8月10日　　　　屠殺針）

大麦サイレージ ライ麦サイレージA ライ麦B ライ麦C No．1 （9 ／9 ）

（6 ／17調製） （5 ／30調製） （6 ／ 7 調製） （5 ／13調製） Nm2 （10／21）

トウモロコシサイレージ ソルガムサイレージ 恥4 （8 ／19）

（9 ／25調製） （10／ 8 調製） No．6 （10／21）

（Nnl，2，4．5－7 kg），（軋3，6－4．5kg） （Nnl，2，4，5－9 kg），（恥3，6 －7 kg）

且）Nm3及び仙5は後肢の故障により中止

図1サイレージの給与日程と1［】当たりの配合飼料給与量

義1供試サイレージの発酵品質

サイレージ
乾 物 率

（％）
p H

有 機 酸 （％ 原物 中 ）

C 2 C 3 C 4 C 5十 C 6

大　　 麦 3 3 5．0 9 0 ．1 1 0 ．0 5 0 ．5 1 0．0 8

ラ イ麦 A 2 8 4．5 7 0 ．4 5 0 ．0 5 0 ．3 2 0 ．0 3

B 2 8 4 ．14 0 ．36 0 ．0 2 0 ．0 7 0

C 18 4 ．8 7 0 ．6 6 0 ．1 2 0．8 4 0 ．4 0

トウモロコシ 3 0 3 ．6 0 0 ．1 8 0 ．0 1 0．0 1 0

C 2 ニ酢酸 ． C 3 ：プ ロ ピオ ン酸 ， C 。：酪 酸 ， C 5 ：パ レ

リアン酸，C6：カブロン酸

3　試験結果及び考察

表1に供試したサイレージの発酵品質を示した（ソルガ

ムサイレージは未測定）。大麦．ライ麦の発酵品質はライ

麦サイレージB以外は劣っていた。

表2にサイレージの摂取量と日増体量を示した。なお，

サイレージの摂取量は混合して給与した配合飼料をはば全量

摂取したことから，配合飼料の残食をゼロと仮定して求めた。
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6月16日以前で比較すると，大麦及びライ麦サイレージ

Aの摂取量はトウモロコシサイレージよりも少なかった。

6月16日以降では，ソルガムサイレージの摂取量はライ麦

サイレージよりも少なかったが，後肢が故障した恥5を除

けば同程度であった。ライ麦サイレージBとCでは大きな

差は認められなかった。

大麦・ライ麦区の日増体量は0．87－0．92kgであった。ト

ウモロコシ・ソルガム区ではNn5の日増体量は低かったが，

恥4，6は1．2kg前後と良好であった。

表3に第一胃液VFA組成と血液中のケトン体濃度を示

した。大麦・ライ麦区では酪酸モル比がプロピオン酸モル

比と同程度もしくはプロピオン酸よりも高いのに対して，ト

ウモロコシ・ソルガム区は逆に酪酸モル比が低い傾向にあっ

た。また，大麦・ライ麦区はトウモロコシ・ソルガム区より

もプロピオン酸モル比が低く，酪酸モル比が高い傾向にあっ

た。大麦・ライ麦区ではサイレージの酪酸含量が高いこと

が第一胃内の酪酸モル比を高めている一因と考えられる。

トウモロコシサイレージ及び大麦サイレージを少量の大

豆柏と飽食給与した試験でも，大麦サイレージの方が酪酸

が高く，プロビオン酸が低い結果が報告されている1’プロ

ピオン敢モル比の高い方が第一胃内の発酵効率が高く増体

表2　各供試牛のサイレージ摂取量と1日当り増体量

に有利とされていることから，大麦サイレージ及びライ麦

サイレージの給与は第一胃内発酵の面からも増体に不利で

ある。しかし本試験では，VFAのモル比の差自体は小さ

いので，増体への影響は小さいであろう。

また．本試験ではプロビオン酸モル比は両区とも15～19

％の範囲にあり採取日による変動が小さく比較的安定して

いるのに対して，酪酸モル比は11～22％と変動が大きく，

大麦サイレージ及びライ麦サイレージBで同一サイレージ

でも値が異なる場合が認められた。本試験では断定できな

いものの．採取日の各飼料の採食通鼠採食順序など採食

様式の違いが影響したのではないかと推測される。

なお，第一胃液のpHは各採取日の平均で671から6・90

の正常値の問にあり，また，大麦・ライ麦区とトウモロコ

シ・ソルガム区に差は認められなかった。

血液中のケトン体濃度は，大麦・ライ麦区が0．28－0．51

mMとトウモロコシ・ソルガム区の0．48～0．8lmMより低

い傾向にあった。酪酸発酵したサイレージを多量に給与し

た場合に血中ケトン体濃度の上昇することが知られている。

本試験程度の大麦・ライ麦サイレージの給与量では，サイ

レージ由来の酪酸摂取量のケトン体濃度への影響は小さい

と言える。

大麦・ライ麦区牛Nm
1　　　　2　　　　　3

平　均
トウモロコシ・ソルガム区牛Na

4　　　　5　　　　6
平　均

垂
重
量

掴
甜

開
終
日

厄
・Lど・

（厄／日）
6／16まで
屠殺時まで

500

682

0．94

0．87

473

692

0．87

0．92

1．98　　　2．47　トウモロコシ

54　　　2

3．20　　　2．78　　ソルガム
97　　　2

348　　　440

（546）b）（687）C）

0．73　　　0．84

（0．83）b）（0．90）り

4．59　　　3．38　　　3．35　　　3．78

3．09　　1．62　　　2．42　　　2．38

458　　　503　　　342　　　434

694　　（622）b）　620　　（657）り

壬二諾（3：払b｝　壬：雪苧（ば）亡）
8）配合飼料の残食を0として計算した値

血中ケトン体濃度

b）仙3および恥5は後肢の故障により中止　り（）は2頑の平均

表3　大泉ライ麦．＿トウモロコシ，ソルガムサイレージを粗飼料とする飼料給与時の第一胃液VFA組成と

トウモロコシ・ソルガム区大　麦・ラ　イ　麦　区

サイレージ
VFA（mol％）

C2　　　C3

大1
0
2
4
2
2
1

3
3

／
／
／
／
／

3
3
4
5
6

麦　60±1
59±1
63±3

ライ麦A　60±2
／′　　　　57±2

血　液
ヶトン体（mM）サイレージ

VFA（mol％）　　血　液
C2　　　C3　　　C． ケトン体（mM）

17±2　17±2
17±2　18±2
18±4　13±1
16±119±2
16±1　22±2

0．35±0．02

トウモロコシ　59±2

59±3
61±1
61±4

0．28±0．02　　　　　　　　55±1

18±116±1
18±2　16±1
18±114±1
16±118±5
17±1　21±1

0．81±0．05

0．61±0．30

0．48±0．11
0．62±0．08

16±2　22±1
16±115±1
15±115±1

0．37±0．04
0．51±0．05
0．51±0．07

ソルガム　60±119±116±1
65±119±111±1

7／8　ライ麦B　56±2
8／5　　　′′　　　64±2

9／3　ライ麦C　64±1

4　ま　と　め

大麦及びライ麦サイレージを肥育後期牛に30％の割合で

給与した場合，トウモロコシサイレージよりも摂取量は少

なく，第一胃内では酪酸発酵がプロピオン酸発酵よりも旺

盛であるが，肥育後期の期間中の目増休量として，0・9kg

を得ることが可能である。
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